
　
親
鸞
忌
７
５
９
年
の
別
院
報
恩
講
も
、新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
等
を
講
じ
、

厳
粛
の
中
、
円
成
し
ま
し
た
。

　
崇
敬
寺
院
内
の
団
体
参
拝
を
見
合
わ
せ
た
の
で
、
参
拝
者
数
を
心
配
し
て

い
ま
し
た
が
、別
院
の
ご
門
徒
が
例
年
に
増
し
て
参
拝
し
て
く
れ
た
こ
と
が
、

何
よ
り
も
尊
く
、
有
難
い
こ
と
で
し
た
。

　
勿
体
な
や
　
祖
師
は
紙か

み

こ衣
の
九
十
年
　
句
仏
　（
写
真
参
照
）　

　
第
23
代
彰
如
上
人
（
１
８
７
５
〜
１
９
４
３
年
）
御
染
筆
の
句
。
１
１
０

年
の
風
雪
を
経
て
、
別
院
境
内
の
大
き
な
石
碑
に
今
な
お
深
く
刻
ま
れ
て
い

る
。
祖
師
と
は
親
鸞
聖
人
、紙
衣
と
は
御
苦
労
さ
れ
た
と
い
う
意
味
で
す
が
、

更
に
申
す
な
ら
ば
真
実
信
心
の
お
念
仏
を
私
に
届
け
ん
が
た
め
に
、
わ
が
身

が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
る
ま
で
苦
悩
さ
れ
た
。
さ
す
れ
ば
、
祖
師
の
90
年
の
御
生

涯
は
、彰
如
上
人
に
と
っ
て
、「
唯
々
か
た
じ
け
な
く
も
、勿
体
な
く
も
」
と
、

い
た
だ
か
れ
た
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　
最
近
『
志
村
け
ん
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
』（
講
談
社
）
を
読
ん
だ
。

志
村
け
ん
（
本
名
：
康
徳
）
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
、
発
熱
2

日
で
意
識
不
明
わ
ず
か
1
週
間
後
に
70
才
で
命
終
。
マ
ス
コ
ミ
で
も
大
き
く

報
道
さ
れ
、
日
本
中
の
人
が
驚
き
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
。
昭
和
が
育
て
た
天

才
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
と
評
さ
れ
る
彼
の
人
生
は
、生
涯「
孤
独
」で
あ
っ
た
と
兄
、

知
之
氏
は
語
っ
て
い
た
。世
に
脚
光
を
浴
び
て
か
ら
の
人
生
は
、「
志
村
け
ん
」

を
演
じ
る
苦
悩
と
背
中
合
わ
せ
で
あ
っ
た
と
い
う
。

「
志
村
名
言
１
０
０
」
の
中
で

　
オ
レ
は
い
つ
で
も
「
個
性
は
変
人
、
常
識
は
凡
人
」

                                               

で
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。「
志
村
流
」

　
死
ぬ
ま
で
「
あ
い
つ
は
バ
カ
で
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
」

                                        

っ
て
言
わ
れ
続
け
た
い
。「
変
な
お
じ
さ
ん
」

が
気
に
止
ま
っ
た
。
人
生
は
い
つ
で
も
苦
悩
を
抱
え
続
け
る
、
い
や
そ
の
苦

悩
が
人
の
い
の
ち
を
重
く
、
深
い
も
の
に
し
て
く
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の

「
生
き
ざ
ま
」
が
後
に
残
れ
る
人
々
に
「
勿
体
な
や
」
と
偲
ば
れ
つ
つ
、
導

い
て
く
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

ROKUJIJO
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今
年
の
報
恩
講
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
で
、
ご

法
話
の
取
止
め
、
出
仕
者
の
制
限
等
、
例
年
に
な
い

形
で
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
協
力
の
お

か
げ
で
無
事
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。
別
院
で
は
導
入
し

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
最
近S

N
S

で
は
、
儀
式
が

配
信
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
と
、
親
し
み
を
持
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
法

要
に
携
わ
ら
せ
て
も
ら
っ
て
、
動
画
で
は
法
要
の
雰

囲
気
（
空
気
）
は
、
伝
わ
ら
な
い
と
つ
く
づ
く
感
じ

ま
し
た
。「
座
功
徳
」と
い
う
仏
教
語
が
あ
る
よ
う
に
、

そ
こ
に
身
を
お
い
て
こ
そ
、
信
心
は
よ
り
深
ま
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　 （
H
）

編
集
後
記

　   

今
月
の
伝
道
掲
示
板

法要・行事予定

４

　
　
　
　
　
特
別
永
代
経
志
納
　

　
一
、
法
名
　
敬
信
院
釋
尼

妙
春

　　
　
　

 

俗
名
　
尾
上
　
春
枝

　
　
　
　
　
願
人
　
尾
上
　
直
司

　
　

　
　
右
記
の
通
り
ご
進
納
有
難
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
披
露
致
し
ま
す
。

　　
　
別
院
崇
敬
護
持
の
た
め
、
大
切
に
使
わ

　
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

寺町という歴史ある地域に

根ざした老舗葬儀社

（株）天 満 花 重

〒 530-0041
大阪市北区天神橋 3-4-6
電話　(06)-6351-3875
FAX   (06)-6351-6260

酔ス
イ
フ
ヨ
ウ

芙
蓉
と
宗
祖
６
５
０
年
記
念
句
碑 （
明
治
43
年
４
月
）　　
　

　５日　同朋の会　（中止）（中止） 
１２日　闡如上人御逮夜・常永代経  　 （１４時）
１３日　闡如上人御命日　兼日中　  　　 （８時）
１９日　天満別院合唱団『みのり』　（中止）（中止）　
２４日　すす払い同朋の会　　　（１３時３０分）
２７日　宗祖聖人御命日御逮夜　 　  　（１４時）
２８日   宗祖聖人御命日　兼日中 　  　　（８時）

※　諸行事につきましては、感染状況をみて
　判断致します。

誰
か
の
た
め
に

生
き
る
こ
と
は
で
き
る

　
で
も

誰
か
の
代
わ
り
に
は

　
　
　
生
き
ら
れ
な
い

　      

― 

加
藤 
登
紀
子 

―

１１月 １２月

  

　
　「
勿
体
な
や
！
」

　
　「
勿
体
な
や
！
」

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
〜
志
村
け
ん
の
苦
悩
〜

〜
志
村
け
ん
の
苦
悩
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
宮
　
信
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
宮
　
信
勝

　　４日　逹如上人御祥月御命日　　   　　（８時）　　
１２日　闡如上人御逮夜・常永代経   　（１４時）
１３日　闡如上人御命日　兼日中　   　　（８時）
２４日　顕如上人御祥月御命日　　   　　（８時）
　　　　『正信偈』書写の会　　　      　（１０時）
　　　　定例法話　　　　　   　（１３時３０分）
　　　　　乙部 大信師　　　　 （第３組 恩楽寺）
　　　　　　「コロナ禍の仏事で」
２７日　宗祖聖人御正忌御逮夜　　  　 （１４時）
２８日　宗祖聖人御正忌晨朝  　　   　　 （８時）
　　　　宗祖聖人御正忌日中        　　 （１０時）

※　例年「御正忌報恩講」へ、団体参拝を致して　
　おりましたが、今年度の団体参拝は中止となり
　ました。



２３

（報恩講特集）如来大悲の恩徳は　　　　　　　（報恩講特集）如来大悲の恩徳は　　　　　　　

　報恩講とは、親鸞聖人をはじめ、お念仏の教えに生きられた先達を思いを
いたし、その恩徳に報いる法要のことです。お念仏の教えを聴聞し、自らの
生活を振り返る、一年でもっとも大切な御仏事として、全国各地の寺院・教
会をはじめ、ご門徒の家々においても勤められています。
　私ども、真宗門徒にとって、人々が寄り合い、お斎

とき

をいただくなど、共に
ふれ合いつつ、聞法する場として、毎年欠かさず報恩講が厳修されています。　
　今年も「一人の念仏者の誕生」を願いつつ、例年とは異なる形とはなりま
したが、参詣の皆さんと共に厳修させていただきました。そのほんの一部で
すが、写真を通してご報告いたします。　

責任役員 桝屋 義雄 ご挨拶責任役員 桝屋 義雄 ご挨拶　　
「ちいちの華」による報恩講立華「ちいちの華」による報恩講立華帰敬式〜お剃刀〜帰敬式〜お剃刀〜

２０２０.１０. ３〜１０. ５２０２０.１０. ３〜１０. ５

　　 天満別院 報恩講　　 天満別院 報恩講

輪番 武宮 信勝 ご挨拶輪番 武宮 信勝 ご挨拶

御伝鈔拝読　〜今年は下巻〜御伝鈔拝読　〜今年は下巻〜

紫幕取り付け 紫幕取り付け 〜〜同朋会館（講堂）前同朋会館（講堂）前〜〜日中　参詣のご門徒の様子日中　参詣のご門徒の様子

仏具洗い仏具洗い　　

結願日中（ご満座）　お勤めの様子結願日中（ご満座）　お勤めの様子

※　報恩講を縁に、新たな仏弟子
が誕生致しました。

身を粉にしても報ずべし、身を粉にしても報ずべし、…………骨を砕きても謝すべし。骨を砕きても謝すべし。

教区内輪番 〜御拝礼〜教区内輪番 〜御拝礼〜


